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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

多自然川づくり取り組み事例

【背景】
　東京都では、台風や集中豪雨による水害から都民の生命と財産を守るため、時間当たり50㎜の降雨に対応する
河道整備を進めてきた。
　野川は、流域の約８割が市街化されており、降雨時には多くの雨水が流入する都市河川でもある。平成17年9月
の豪雨では最下流部の世田谷区をはじめ400棟以上の家屋が浸水被害を受けている。
　一方平常時の野川は、流れが穏やかで水深も浅く水辺に容易に近づける親水性を有していることから、散歩や
ジョギング、環境学習等に利用され、多くの市民の憩いの場になってる。また、野川と国分寺崖線に挟まれた空間
は、多くの湧水池や公園、緑地等が存在し動植物の貴重な生息空間となっている。

【目標】
　洪水対策と自然環境の保全や創出に配慮した河道整備

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

流下能力の確保、自然河岸、河畔林の保全・再生・創出
掘削（河床）、護岸整備、管理ルールの設定
河川景観への配慮、委員会、協議会等の開催

野川（世田谷区部）における多自然川づくりの取組
多摩川水系　野川

河川改修
定性的

03-3774-6692

問い合わせ先

電話番号

東京都建設局第二建設事務所工事第二課

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

中小河川

D（実施・施工時）
平成23年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度
段 階 ：

河川の流域面積： 60.9km2 整備計画流量： 200m3/s（W=1/20） セ グ メ ン ト ： 不明

片岸掘削区間の経過状況

環境保全に配慮した河道整備の取組事例（ 左岸を保全した片岸掘削）

施工前↓

しゅん工直後↓

約２ヶ月経過後↓

オオシマザクラ

河道内樹木保全の検討(剪定必要範囲)


